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【目的】 
本研究の目的は、小児領域に携わる幅広い職種に正しい構音障害の知識を e ラーニン
グ研修支援プログラムを用いて提供することである。この研修支援プログラムによっ
て、①教育者の構音障害の知識だけでなく、正常構音と異常構音の違いを認識すること
②見落とされている構音障害児を早期発見し訓練施設へつなげることが可能となる。③
①と②によって、構音障害児が将来受ける可能性がある二次障害（いじめや不登校など）
への発展を防止する。今年度は、教育現場で最もニーズの高い構音障害について 10 回
のコンテンツプログラムの設計・開発を行なった。  
 
【内容；コンテンツの設計と学習モジュールの開発】 
2016 年度は、コンテンツの設計と学習モジュールの開発を行った。 
設計：2015 年度の共同研究結果から学習内容と順序、および最適な学習伝達手段を決定
した。構音知識や異常構音の弁別などの学習目標を達成するために、小児領域を専門と
する言語聴覚士と臨床心理士の協力を得て、プログラムコンテンツの設計・開発につい
て専門的助言と精査を繰り返しながら学習モジュールの作成を行なった。①学習モ
ジュールはコンテンツ内容の難易度（スキルの従属関係）を基に階層化すること、分析
から抽出した知識を基にスキル階層図を作成する。②そのスキル階層図を使用し学習モ
ジュールを決定し学習順序を示すコースマップを作成、個々のモジュールの学習目標と
スキルチェックを作成した。 
開発：学習モジュールはインストラクショナルデザインのチェック項目を満たしている
か確認しながら行った。画面構成を Demo creator、PPT2 FLASH（KiBAN）を使用し作成
する、学習画面、テスト画面、図・表とテキスト表示の配置検討・調節を行なう予定で
あったが、無料ソフト Office Mix を使用し Power point に音声を録音した。  
 
【改善点と将来的な展望】 
今後改善が必要な点として、専門知識を持たない保育者に対して構音について分かり
やすく説明しようとすると、 1 回の学習内容の量が多くなること。前回の復習、確認テ
ストなどを含めると時間の負担が想定していた時間よりもかかることが挙げられた。  
e ラーニングを生かした教員研修のメリットは、都合の付く時間帯に研修することが可
能、必要な部分を何度でも繰り返し学習することで研修成果の定着を図る効果が期待さ
れる。また、職場でも、自宅でも web にアクセスできれば研修を受ける機会を増やすこ
とが可能となる。今年度はコンテンツの設計と学習モジュールであったが、回に合わせ
たテキストの作成なども検討する必要があると考えている。  
将来的な構想として教育現場－大学－ e ラーニングの３部が重なり合う blended 
learning を目指している。また、この研修は言語聴覚士の卒後教育プログラムとして、
通級教室指導者や保育者（保育士、幼稚園教員）など小児領域に携わる職種を対象に、
e ラーニング研修支援プログラムを大学から発信・提供したいと考える。 
 
 
 
